
第
十
四
回
全
国
棚
田(
千
枚
田) 

サ
ミ

加

ッ
ト
参

報
告 

期

日

 

十
月
十
六
日
―
十
八
日 

 

開
催
地 

(
田

長
崎
市

大
中
尾
棚

) 
       

雲
仙
市(

清
水
棚
田) 

 

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
初
の
二
市
に
よ

る
共
同
開
催
で
、
開
催
期
間
も
三
日
間
と

長
く
、
希

鞍
掛
山

望
者
を
募
っ
た
結
果
、

麓
千
枚
田
保
存
会
員
六
名
が
参
加
し
た
。 

十
六
日
、〔
長
崎
市
〕 

基
調
講
演
「
み
ん

な
で
語
ろ
う
、
棚
田
の
未
来
」
東
京
農
工

大
教
授
千
賀
裕
太
郎
氏
に
続
い
て
長
崎

市
立
神
浦
小
学
校
児
童
の
「
ふ
る
さ
と
の

風
景
・
棚
田
」
で
は
地
域
の
方
の
指
導
で

塩
水
選
か
ら
脱
穀
ま
で
の
一
連
の
米
作

り
を
通
し
た
事
例
発
表
。 

            

現
地
見
学
の
大
中
尾
棚
田
は
面
積
八

㌶
、
約
四
百
八
十
枚
で
横
長
の
や
や
扇
状

の
田
ん
ぼ
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

次
世
代
に
引
き

継
い
で
い
く
た

め
に
、
大
中
尾
棚

田
保
全
組
合
を

組
織
し
、
都
市
と
農
村
の
交
流
事
業(

オ
ー

ナ
ー
制
度)

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 

棚
田
に
三
千
六
百
個
の
灯
り
が
夕
闇

に
輝
い
た
光
景
は
圧
巻
で
あ
っ
た
。 

十
七
日
、〔
雲
仙
市
〕 

現
地
見
学
の
清
水

棚
田
は
横
長
で
、
「
手
植
え
の
昔
は
、
向

こ
う
ま
で
行
く
間
に
イ
ヤ
に
な
っ
ち
ま

う･
･

家
の
田
ん
ぼ
は
ア
ッ
と
い
う
間
に

植
え
ち
ゃ
え
る
」
な
ど
と
負
け
惜
し
み
を

語
り
合
っ
た
。
午
後
は
第
一
分
科
会
：
棚

田
と
環
境
・
教
育
〜
棚
田
で
遊
ぼ
う
・
棚

田
で
学
ぼ
う
〜 

第
二
分
科
会
：
一
般
市

民
参
加
に
よ
る
棚
田
保
全
〜
み
ん
な
で

創
ろ
う
・
棚
田
の
未
来
〜 

第
三
分
科

会
：
地
域
づ
く
り
と
棚
田
の
継
承
〜
地
域

の
宝
を
次
世
代
へ
〜 
第
四
分
科
会
：
棚

田
地
域
で
の
生
産
と
販
売
戦
略
〜
安

全
・
安
心
な
食
べ
物
を
食
卓
へ
〜 

第
五

分
科
会
：
百
姓
と
共
に
語
ろ
う
日
本
の
農

業
〜
「
近
代
化
を
斬
る
」
〜 

の
五
分
科

会
が
開
か
れ
た
。 

全
体
交
流
会
で
は
、
さ
す
が
、
観
光
立

県
長
崎
！
旅
館
の
女
将
を
は
じ
め
、
各
食

材
名
店
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

「
こ
れ
で
も
か
！
」
の
接
待
に
、
全
国
の

百
姓
、
関
係
者
も
雰
囲
気
の
良
さ
か
ら

「
お
ら
が
、
棚
田
は
日
本
一
」
に
話
し
が

弾
ん
だ
。 

 

十
八
日
、
雲
仙
市
立
千
々
石
第
二
小
学

校
児
童
の
棚
田
へ
出
掛
け
て
観
察
や
実

験
を
し
、
ま
と
め
た
「
出
会
い
・
発
見
・

ふ
る
さ
と
の
宝
」
の
発
表
が
あ
っ
た
。 

 

千
三
百
人
の
棚
田
関
係
者
が
一
堂
に

会
し
、
お
互
い
に
情
報
、
交
流
を
深
め
、

棚
田
保
全
に
意
欲
を
駆
ら
れ
る
サ
ミ
ッ

ト
へ
の
参
加
は
「
四
谷
の
千
枚
田
」
を
核

に
む
ら
づ
く
り
に
励
む
、
大
き
な
勉
強
の

場
で
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。
ま
た
、

参
加
に
つ
い
て
、
理
解(

助
成)

の
あ
る
市

民
の
皆
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

千
枚
田
視
察 

十
月
二
十
二
日
、
新
城
市
議
会
経
済
環

境
部
会
管
内
視
察
の
一
環
と
し
て
同
委

員
会
一
行
七
名
が
千
枚
田
を
訪
れ
、
「
鞍

掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
の
取
り
組
み
と

今
後
の
活
動
」
に
つ
い
て(

舜)

を
交
え
た

勉
強
会
が
開
か
れ
た
。 

 

ま
ず
、
概
要
説
明
で
一
戸
あ
た
り
の
耕

作
面
積
十
二
㌃
と
少
な
く
生
産
性
に
欠

け
る
が
、
先
祖
の
遺
産
と
し
て
、
ま
た
、

訪
れ
る
大
勢
の
方
達
に
よ
い
環
境
を
提

供
し
よ
う
と
耕
作
者
は
棚
田
の
保
全
に

頑
張
っ
て
い
る
。 

保
存
会
六
名
が
市
の
助
成
を
受
け
棚

田
サ
ミ
ッ
ト
に
出
席
。
全
国
の
棚
田
の
百

姓
や
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
よ
い
情
報

収
集
が
で
き
た
。
来
年
の
十
日
町
サ
ミ
ッ

ト
に
は
バ
ス
一
台
で
参
加
す
る
気
運
で

あ
る
。 

サ
ミ
ッ
ト
で
獲
得
し
た
事
業
「
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
、
「
棚
田
地
域

等
緊
急
保
全
対
策
事
業
」
、「
ふ
る
さ
と
・

水
と
土
保
全
推
進
事
業
」
、「
景
観
的
文
化

財
」
等
々 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 第 63号 

販
売
米
に
つ
い
て
は
、
知
名
度
も
高
く

な
り
、
米
屋
や
都
市
部
の
人
達
か
ら
の
打

診
は
結
構
あ
る
が
、
十
俵
を
集
め
る
の
に

苦
慮
し
た
。
販
売
価
格
は
、
一
俵(

六
十
㎏)

一
万
六
千
五
百
円
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。 

委
員
の
意
見･･

そ
れ
は
、
安
い
。
こ
の

厳
し
い
条
件
と
湧
き
水
、
ハ
ザ
架
け
天
日

干
し
の
環
境
に
優
し
い
貴
重
な
米
が
こ

の
価
格
で
は
安
い
。 

※
後
日
、
米
屋
に
こ
の
こ
と
を
話
し
、
今
年

は
五
百
円
ア
ッ
プ
、
来
年
は
ま
た
考
え
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

保
存
、
保
全
に
企
業
導
入
な
ど
の
考
え

に
つ
い
て
、
現
在
は
三
グ
ル
ー
プ
が
耕
作

し
て
い
る
。
本
日
、
た
っ
た
今
、
一
グ
ル

ー
プ
の
撤
退
の
意
思
表
示
が
あ
っ
た
。
地

元
の
耕
作
者
の
平
均
年
齢
は
六
十
才
と

全
国
の
棚
田
で
も
若
い
層
で
占
め
て
い

る
が
、
安
気
で
は
お
れ
な
い
。
問
い
に
つ

い
て
は
有
り
難
い
提
案
と
し
て
前
向
き

に
受
け
止
め
る
。 

行
政
に
つ
い
て
は
、
都
市
交
流
、
む
ら

づ
く
り
な
ど
、
非
常
に
好
意
的
な
指
導
、

支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
お
か
げ
で
、

県
や
国
の
機
関
か
ら
も
温
か
い
ご
指
導

を
戴
き
、
よ
い
支
え
に
な
っ
て
い
る
。 

後
記
：
当
所
、
新
城
市
に
も
こ
ん
な
所

が
あ
る
だ
げ
な
、
一
回
、
見
と
か
に
ゃ

あ･
･

と
、
思
っ
て
い
る
く
ら
い
で
迎
え
た
。

が
、
委
員
の
先
生
方
は
熱
心
で
、
Ｉ
Ｃ
レ

コ
ー
ダ
ー
片
手
に
次
々
と
質
問
、
提
案
に

(

舜)

の
日
頃
使
わ
な
い
脳
味
噌
も
フ
ル
回

転
。
先
生
方
も
「
四
谷
の
千
枚
田
」
を
こ

ん
な
に
思
っ
て
い
て
く
れ
る
ん

だ
と
、
心

地
よ
い
疲
れ
を
感
じ
た
。 

空缶に灯油で灯された光景 



横
浜
ゴ
ム 

 
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
はC

O
2

削
減
に

工
場
敷
地
内
に
ド
ン
グ
リ
等
を
植
栽
、

「
千
年
の
杜
づ
く
り
」
を
展
開
し
て
い
る
。 

 

そ
の
一
環
と
し
て
昨
年
に
続
き
本
年

も
環
境
に
優
し
く
育
て
ら
れ
た
四
谷
の

千
枚
田
の
稲
藁
を
高
単
価
で
購
入
し
て

い
た
だ
い
た
。 

 

千
枚
田
も
有
名
に
な
り
、
多
方
面
か
ら

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
は
多
々
頂
い
て
い
る

が
、
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
粗
相
の
な
い
よ
う
、

よ
い
環
境
、
風
景
を
提
供
し
よ
う
と
頑
張

っ
て
い
る
耕
作
者
に
直
接
波
及
す
る
支

援
は
地
元
優
良
企
業
の
横
浜
ゴ
ム
新
城

工
場
の
み
で
あ
り
、
生
産
性
の
低
い
我
々

耕
作
者
は
「
あ
り
が
た
い
」
ご
褒
美
を
頂

い
た
と
感
激
の
至
り
で
あ
る
。 

               

キ
ジ
の
放
鳥 

愛
知
県
で
は
、
例
年
、
日
本
キ
ジ
の
放
鳥

を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
城
市
で
は
十
月
二

十
三
日
、
愛
知
県
猟
友
回
新
城
支
部
と
協

力
し
、
自
然
保
護
及
び
愛
鳥
教
育
の
一
環

と
し
て
四
谷
の
千
枚
田
の
ふ
れ
あ
い
広

場
で
連
谷
小
学
校
生
の
手
で
二
十
羽
の

放
鳥
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

               

地
域
活
動 

十
一
月
二
日
、
方
瀬
・
与
良
木
集
落
の

生
活
道
路
に
覆
い
被
さ
る
木
々
の
枝
打

ち
作
業
が
方
瀬
組
の
皆
さ
ん
と
近
隣
の

有
志
で
行
わ
れ
た
。 

便(

稲
目
ト
ン
ネ
ル)

が
よ
く
な
り
お
役

目
御
免
で
、
疎
外
化
の
憂
き
目
に
晒
さ
れ

た
生
活
路
を
地
域
住
民
が
自
ら
の
手
で

守
る
善
い
お
手
本
が
示
さ
れ
た
。 

追
記
：
連
谷
お
助
け
隊
が
手
始
め
と
し

た
環
境
整
備
活
動
が
集
落
に
浸
透
。
多
く

の
集
落
で
の
取
り
組
み
が
感
じ
ら
れ
る
。

な
お
、
環
境
整
備
活
動
等
の
作
業
機
材
は

「
愛
知
県
ふ

さ
と
指
導
員
活
動
支
援

る

物
資
」
を
活
用
さ
れ
た
い
。 (

舜)

保
管 

千
枚
田
調
査 

十
月
二
十
四
日
、
市
鳳
来
総
合
支
所
観

光
課
の
紹
介
で
名
古
屋
工
業
大
学
の
学

生
二
名
が
千
枚
田
を
訪
れ
、
「
千
枚
田
の

歴
史
と
保
存
に
つ
い
て
」
の
調
査
が
行
わ

れ
、(

舜)

が
対
応
し
ま
し
た
。 

ふ
る
さ
と
農
林
水
産
フ
ェ
ア 

 

十
一
月
七
日
〜
九
日
、
名
古
屋
吹
上
ホ

ー
ル
に
於
い
て
〜
お
い
し
さ
満
載
・
愛
・

地
産
〜
「
ふ
る
さ
と
農
林
水
産
フ
ェ
ア
」

が
開
催
さ
れ
、
約
五
万
人
の
来
館
者
で
賑

わ
っ
た
。 

              

四
谷
の
千
枚
田
も
、
都
市
交
流
事
業

「
三
河
の
山
里
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
等
の
受
け

入
れ
実
績
と
千
枚
田
の
位
置
づ
け
か
ら

同
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
参
加
、
「
湧
き
水
、

天
日
干
し
の
棚
田
米
」
と
農
閑
期
に
作
成

し
た
お
っ
母
さ
ん
た
ち
の
「
御
殿
手
ま

り
」
を
展
示
販
売
。
棚
田
米
は
コ
ッ
プ10

招
致
に
活
用
さ
れ
た
四
谷
の
千
枚
田
全

景
の
写
真
と
朝
日
新
聞
「
街
道
新
話
・
は

ざ
架
け
の
棚
田
」
を
掲
げ
、
来
館
者
は
そ

の
光
景
に
見
入
り
、
同
情(

大
変
さ)

と
羨

望(

環
境
・
景
観)

の
う
ち
完
売
し
た
。 

ふ
る
さ
と
水
と
土
研
修
会 

十
一
月
十
八
日
〜
十
九
日
、
三
島
市
民
文

化
会
館
に
於
い
て
平
成
二
十
年
度 

ふ
る

さ
と
水
と
土
基
金
全
国
研
修
会
が
開
催
、

愛
知
県
ふ
る
さ
と
水
と
土
指
導
員
の
小

山
舜
二
が
研
修
を
受
け
ま
す
。 

第
三
回
東
京
棚
田
フ
ェ
ス
テ
バ
ル 

 

十
一
月
二
十
二
・
二
十
三
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人 

棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
棚
田

フ
ェ
ス
テ
バ
ル
が
東
京
都
恵
比
寿
の
Ｓ

Ｐ
Ａ
Ｚ
Ｉ
Ｏ
で
開
催
さ
れ
、
全
国
九
つ
の

棚
田
地
域
の
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
が
集

結
、
棚
田
の
自
慢
話
や
保
全
、
地
域
お
こ

し
等
々
、
み
ん
な
で
輪
に
な
っ
て
話
す

「
棚
田
を
つ
な
ぐ
井
戸
端
会
議
」
に
同
会

員
の
小
山
舜
二
が
参
加
し
ま
す
。 
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